
   

 

 

 

 

              季節の風物詩（七夕飾り） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           小中学校合同あいさつ運動の実施について 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  生徒会主体による「意見箱」の設置 ～友部中学校をさらによくしておこう～ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

み つ は 令和７年 7月 2日 

学校だより NO.17 

笠間市立友部中学校 

令和 7年度も 3か月が終了し、7月に入りました。7月は、本格的な夏の暑さを感

じる時期でもありますので、学校でも熱中症への対策をしっかりと行います。 

また、7月 19日からは夏季休業期間となりますので、長期休業中に事故や事件に

巻き込まれないように、交通安全指導、水難事故の防止、不審者への対応、SNS の

扱い方など、再指導をします。ご家庭においても、外出時の約束や規則正しい生活

習慣、インターネットを含めた SNSの使い方など、話題にしていただけるとよいと

思います。さて、7 月 7 日は、季節の風物詩として「七夕」があります。本校でも

北側の職員玄関のホールに「七夕飾り」が飾ってあります。また、3 年 3 組の廊下

にも、笹の葉とともに生徒の願いが書かれた短冊が、心地よく揺られています。 

七夕飾りをきっかけとして、自分の願いを新たにもち、それぞれの願いが実現で

きるように充実した生活や地道な努力をすることも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 23日（月）に第 1回小中学校合同あいさつ運動を実施しました。当日は、本校 2年生の代表生 

徒 37名が、宍戸小学校・友部小学校・大原小の 3校に出向き、各小学校の代表児童とともに登校して 

くる小学生にあいさつをしました。代表生徒は、卒業した小学校であいさつ運動をすることで、母校

への感謝や中学生として成長した姿を小学校の先生方にも見てもらうよい機会となりました。 

参加した皆さんは、大きな声であいさつをすること 

ができました。今後も大きな声で、いつでも、どこ 

でも、何度でもあいさつができる友部中学校をめざ 

してもらいたいと思います。 

 

 生徒会役員による「意見箱」の設置を開始しました。意見箱の設置に向けて、6月 19日（木）の昼

休みの時間に生徒会役員の代表 2名が、趣旨を伝えようと校長室に来室しました。代表生徒 2名が、

今回の趣旨を簡潔にわかりやすく述べる姿にも頼もしさを感じました。 

第 1回目の実施が、6月 26日（木）に「クロームブック」を活用して行われました。 

生徒から出された意見を生徒会が中心となり、１つ 1つ解決していくことに 

なります。意見箱の実施によって、友部中学校の生徒一人一人が、学校生活 

が楽しく、充実したものとなることを期待しています。 

  

3年 3組七夕飾り 

職員玄関 七夕飾り 


